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水道施設で水力発電？



水インフラでの小水力発電と言えば
• 農業用水 • 砂防ダム

百村第一・第二発電所（栃木県那須塩原市）
H=2.0m, Q=2.4m3/s, P=30kW ×4

金山沢川水力発電所（山梨県南アルプス市）
H=42.0m, Q=0.32m3/s, P=100kW



本日は、上下水道施設の話



電力（パワー）を得るには落差（水圧）と流量が必要

パワー

＝トルク×回転数×発電効率（発電機）

＝水圧×流量×合成効率（水力発電機）
水圧＝有効落差×重力加速度（9.8m/s2）



水道発電では、着水井で原水を使う事例が多い

• 流量が最も多い

• 落差も最大であることが多い

• 事例は少ないが、処理後の上水で発電することも可能



遠野市高室自家用水力発電所（岩手県）

有効落差82.4m、最大使用水量0.25m3/s、出力150kW、1981年5月運用開始



沼田市浄水場発電所（群馬県）

出典：環境省ホームページ



南足柄市矢倉沢浄水場ミニ小水力発電設備（神奈川県）

出典：南足柄市ホームページ、2008年5月運用開始



地形落差と有効落差（水道発電の弱点）

浄水場：標高約280m

取水堰：標高約310m

標高差が約30mあるのに、
有効落差は11m
⇒パイプが細いため、摩
擦損失で落差が失われる



水道事業の合理性と、発電の合理性

水道事業
• パイプが太いと建設コスト増
• 余剰水圧は減圧弁で殺す

（コスト増）

発電事業
• パイプを太くして損失を減ら
したい

• 下流端の水圧で発電

⇒とは言え、着水井に水車を
付けるだけ＝土木工事不要
というメリットは大きい



発電主導での建設は考えられないか？

• 取水堰から発電所までは発電事業者が建設する
• 発電後の放流水（の一部）を浄水場に供給する

⇒ウインウインの可能性がある（とくに導水管更新時）

• ただし、発電用水圧管を水道の技術基準に従わせる必要
（国交省水道事業課見解）

⇒鉄管は高価、樹脂管が使えるか？
⇒土被りをどうするか？ （水道は2m？、発電は管路直径程度）

★環境省にご検討をお願いしたいところ★



新たな動き（オンサイトPPA）

• 民間企業が場所借り
し、発電設備一式を
運営する

出典：環境省ホームページ



ちょっと余談
（飲める水での発電）



自家発電する自動水栓

出典：TOTOホームページ



下水施設は使えないか？
生下水は無理としても、放流水なら問題なさそう



伊勢崎浄化センターマイクロ水力発電（群馬県伊勢崎市）

有効落差1.2m、最大使用水量0.22m3/s、出力1.57kW、2011年2月運用開始
落差が稼げない
流量も少ない



森ヶ崎水再生センター（東京都大田区）

有効落差2.5m、最大使用水量5m3/s、出力100kW、2005年6月運用開始落差が稼げない

出典：東京都下水道サービス(株)ホームページ



まとめ



上水道での発電

• 着水井での発電が有力
• 既設導水管を使う場合、損失落差に注意
• 発電主導で建設し放流水を浄水場に供給することも可能

⇒設備更新時に導入すると利点が大きい
⇒水道技術基準に合わせるとコスト高になるおそれあり

• 民間主導「場所借り」の事例も出てきている



下水道での発電（放流水を想定）

• 多くの場合、落差が小さい
• 東京都規模でないと、流量も小さい
⇒出力が稼げず、自家消費としても経済性確保が難しい
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